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 １．はじめに  

 単列砂州がもたらす河岸侵食は左右岸交互に生じ，その結果，顕著な蛇行流路を形成することは既往研究に

より良く検討されている１），２）．一方，複列砂州流路による河岸侵食の機構については前者ほど注目されてな

いと思われる．流路中心軸に関して左右対称な複列砂州では両岸に向かう流路分岐によって河岸侵食が生じる

ものの，流路が左右岸に偏る単列砂州とは違い，その侵食力は弱くなることが理由の１つであろう．しかしな

がら，実際の複列砂州河道においても大きな河岸侵食が生じる河岸被災事例が認められ，これは複列砂州の対

称性が崩れ，流路の偏りが生じた結果と考えられる３）．こうした流路変動の機構解明を目的とし，本研究では，

河岸侵食が流路の偏りを生む複列砂州の変形過程に着目して移動床水理実験から検討した． 

２．移動床水理実験 

 縦断長さ 14m，水路幅 2m の直線水路に 4 号珪砂（60%粒径=0.6mm）を敷き詰め，左右岸 50cm 幅の高水敷

（河岸侵食域）と幅 1m の低水路（低水路高さ 3cm）を設けた．初期勾配 1/100，流量 4ℓ /s とすれば，これは

黒木らの砂州発生領域区分図において複列砂州領域に入る．下流端は等流水深，上流からの給砂はなしとした．

通水後 20 分，40 分，100 分でそれぞれ通水を一旦停止し，レーザー変位計を用いて河床形状を計測した． 

３．実験結果とその考察  

図 1に平均河床高の時間変化を示す．実験では縦断距離 6ｍ程度から下流で複列砂州が発生しており，初期

河床より河床上昇した区間となっている．ただし，その勾配は初期勾配（1/100）程度である．図 2 には横断

面形状の変化を示す．40 分（2 回目）経過後（図の緑色ライン），x=8.2m,9.0m では低水路中央にみお筋が，

x=10.2m,11.0m では流路中央に中州がみられる典型的な複列砂州形状となることが分かる．一方，100 分（3

回目）経過後（図の赤色ライン）では x=8.2m で複列砂州の流下に伴って中州と両側みお筋の横断面形状が見

られるが，左岸側河岸侵食が右岸に比べ顕著に生じている．また，その下流 x=9.0m では右岸側のみお筋が無

くなり，河岸侵食によりみお筋が左岸側のみに形成される傾向となる．x=10.2mでは対岸右岸側の河岸侵食が

生じて単列砂州の傾向になることが分かり，その結果，その下流 x=11.0mの右岸で大きな河岸侵食が生じてい

る．図 3には流積（低水路断面積）の変化を示した．ここに，初期断面で 300cm2 であり（点線），河岸侵食を

伴う砂州の発達過程では流積の値が減少する（x=12m付近からは下流端の影響が出ているので除く）． すなわ

ち，河岸侵食が進むものの，全体的には河床上昇傾向が強い．図 4には横断面内の最小河床位と最大河床位と

の差（横断面内比高）の変化をプロットした．比高は時間的に拡大しており，これは河岸侵食によって 
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図 1 平均河床高の縦断変化 
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複列砂州の対称性が崩れて単列化することによって生まれる．  

４．おわりに  

 本研究で得られた「河岸侵食が流路の偏りを生む複列砂州の変形過程」は複列砂州河道での河岸侵食，河道

の二極化を生むもので河道管理上の問題となるものである．今後は数値解析を含めてさらに検討したいと考え

ている． 
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図 2 横断面形状の時空間変化 

図 3 流積の時空間変化 

図 4 比高の時空間変化 
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